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現場で役立つやさしい介助法
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（平成２１年７月作成）
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介助動作の本質

対象者（相手）を動かす（×）

↓

介助者（自分）が動く（○）

介助者が対象者と一緒に動くこと
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してはいけない介助

「痛い」

「怖い」

「邪魔」
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介助の種類

・部分介助
→ 相手の動きを邪魔しない。
相手に合わせて自分が動く。
足りない部分を補助。

・全介助
→ 構えを決める。
自分が動いて相手を誘導。

・道具を使った介助
→ 適切なものを正しい方法で使用。
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介助のポイント（持ち方・さわり方）

・相手を強く握らない

・指先は使わない

・ワンアクション加える

→ 一気に握ろうとしないこと。

・持つ位置を工夫する

→ より関節に近い部分を持つ。

介助量に合わせて臨機応変に。

相手にも持っていてもらう。
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介助のポイント（声かけ）

・動作のたびに声かけをする

・介助の前に声かけをする

・伝わるような声かけをする

・すべての人に声かけをする
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介助のポイント（動き）

・自分の身体の動きを知る

・相手の動きをよく見る

→ どの部分に介助が必要なのか。

・相手に動きを伝える

→ どの方向に，どんな速さで，どのように

動いて欲しいのか。

動きをつくる。
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負担を減らすには

・身体にできるだけ近づけて持つ。

・腰のあたりを基準とし，上下移動は少なくする。

・身体を無理に捻らない。

・無理に力を入れない。

・持ちやすい工夫をする。
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具体的にはどうすればよいか

・プランを立てる

・構える

→ 足を広げる，膝を曲げる，腰を落とす・・・等

・相手に近づく

・持ち上げない工夫をする

→ 環境を変える，道具を使う，方法の変更
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プランの立て方

＜介助方法を検討する手順＞

１．評価

：相手の動き，自分の動き，環境

２．問題点の整理

：残存能力，介助手法

３．介助方法の決定，伝達

：自分でできる方法，相手もできる方法
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（参考）姿勢と動作

立位

↑ 立ち上がり

坐位（長坐位，端坐位，横坐り，等）

↑ 起き上がり

背臥位 → 側臥位 → 腹臥位

寝返り
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自分の身体をチェックする

・基本姿勢

・重心移動

・動きやすい方向，動きにくい方向
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相手の動きを知る

相手の動きを感じる

相手の動きにあわせて動く
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基本動作①立ち上がり

・準備の姿勢

・方向

・スピード

・タイミング
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基本動作②寝返り

・パターン

・誘導場所

・方向

・スピード

・タイミング
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基本動作③起き上がり

・バリエーション

・方向

・スピード

・タイミング
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